
自然を創るすみか
「壊す建築」から「生かす建築」へ

天気でつくる水

外から水を引っ張ってくるのではなく天気を利用
してゼロから水をつくりだす。漏斗状になった塔が
雨水をあつめ、内部でろ過し水をつくる。そして
水は様々な水へと変換されていく。

池 大浴場 生活用水 水やり雨水の道筋

自然のある暮らしヒトがつくるみどり

植える 育てる 使う

草木を植えて、育てて、使う。使い方で草木の形
は変化しみどりを豊かにする。このサイクルを暮
らしの一部にすることで自然への意識を高める。

果樹 ツリーハウスハンモック 遊具

ロードマップ
現代のような区切られた自然を昔のような境目のない風景にする。

昔 現代 設立後 最終目標

ヒトが生きていく上で自然は必要不可欠である。
しかし、ヒトはすみかのために自然を壊してきた。
この矛盾は、自然とヒトが共生できるすみかをつくる
ことで解決できると考えた。そこで私たちは、自然の
サイクルと建築を掛け合わせた「自然を創るすみか」
を提案する。このすみかは自然を確保するだけでなく
自然再生につながる建築となる。

私たちは水やみどりに囲まれて生きている。
雨に濡れたり、並木道を歩いたり。

ヒトの暮らしの根源は「自然」である。

焚火で焼き芋 クリスマスの装飾灯篭流し

作物を冷やす ログハウス作り 水上アスレチック

自然をつかって充実する暮らし
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